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1.この書籍では、アフリカ大
陸の現実と未来について探求

2.アフリカは発展途上国中心
の地域

3.スマートフォンやインター
ネットの普及、生活水準向上

序章



本書の目的

1.人口増加や経済発展の一方で、貧困、紛争、環境問
題など数多の課題とアフリカの現実を理解

2.私たちとの関係性の考察を提供



第1章

アフリカ各国の現状を具体的に紹介

1.南アフリカの貧富の格差やコロナ禍の影響

2.カメルーンの植民地支配

3.中国の経済的支配が進行



A)アフリカは長い歴史の中での経済的不平等が、
現代でも深刻な問題

B)さらに、コロナ禍により経済が破綻、貧困層が
さらに苦境に、貧富の格差が拡大

1.南アフリカの貧富の格差



A)フランスとイギリスによる支配の歴史

B)現在の政治的不安定さや経済問題

2.カメルーンの植民地支配の影響



A)ケニアやザンビアなどの数多の国々で、中国
の投資と影響力が拡大

B)アフリカはインフラ整備で負債問題が浮上

3.中国の経済的影響



第2章

1.ブルキナファソの砂漠化

2.タンザニアの気候変動

3.モーリシャスの住居破壊

気候変動からのアフリカ人への影響を詳述



1.ブルキナファソ

A)砂漠化が進行、農業生産に多大な打撃

B)食糧不足や水資源の枯渇が深刻化



2.タンザニア

A)異常気象から、洪水や干ばつが頻発

B)農業や牧畜業に壊滅的な影響



3.モーリシャス

A)海面上昇から、沿岸部住民の
住居が破壊

B)気候変動によって移住



第3章

アフリカには多くの社会問題

1. ニジェールの幼い結婚

2. ブルキナファソやトーゴ、ベナン



ニジェールの幼い結婚

A)文化的な慣習と貧困から数多の少女
が早期結婚

B)アフリカの少女の教育の機会を剥奪



ブルキナファソ、トーゴ、ベナンのテロ

資源の豊富さが逆にテロリストの
資金源化によって地域の不安定化
が促進



さらに、アフリカの社会問題を説明

1.ルワンダのジェノサイド

2.エチオピアの「カエル跳び」などの経済成
長モデル紹介



1.ルワンダ

1994年のジェノサイド（日本語で集団殺害
、または大量虐殺）からの劇的な復興

ICT産業を中心とした経済成長



2.エチオピア

A)アフリカ最大のエチオピア航空会社を運営

B)製造業の発展が高成長



第4章

アフリカ大陸が未来を握る理由

1.豊富な資源と急速な経済発展によって国際的な関心

2.アフリカが世界の政治舞台での役割を説明

3.また世界各国との関係性について探求



1.地理的な位置と資源

A)国際政治において重要な地位を独占

B)特に石油、天然ガス、鉱物資源などが豊富、こ
れが数多の国々を魅了

C)アフリカの若年人口の増加は、未来の労働力市
場としても注目



2.アフリカの外交政策

A)アフリカ諸国は、地域紛争の解決

B)人権問題の改善によって国際的な
活動に積極的に参加



3.アフリカの国際関係

A)アフリカ諸国は、グローバル化の発達、
より多くの国々と協力

B)経済的な成長と社会的な発展のための新たな機
会を模索

C)国際社会全体が協力、持続可能な未来のため
の活動の必要性を説明



結論 1.アフリカ大陸は、急速な経済成長、ICTの普及、
教育の進展などの「希望」と、貧困、紛争、気
候変動、社会的不平等などの「絶望」が混在

2.しかし、人口増加や若年層の割合が高いこと
から、アフリカは未来の世界の担い手

3.多面的な視点でアフリカを理解し、国際社会
としての必要性を強調


